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１．実施方法について

（１）研修内容については、別紙１（表１）に示す各ケアの種類ごとの実施回数以上の実地研修を実施すること。
（２）研修方法については、「改訂　介護職員等による喀痰吸引・経管栄養研修テキスト」の手順とする。
（３）指導及び評価については、介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修事業に係る指導者養成講習修了者が行うものとする。
（４）研修修了と認められる者は、累積成功率が７０％以上、かつ最終３回の実施において不成功が１回もない者とする。
（５）配置医又は連携している医師から指導看護師に対し、書面による必要な指示があること。
（６）利用者又はその家族に対し、実地研修の実施について十分な説明を行ったうえで、書面による同意を得ること。
（７）利用者ごとに個別具体的な計画が整備されていること。
（８）ヒヤリハット・アクシデントについては、報告書を作成し、情報を共有し、速やかに改善を図ること。
（９）研修期間中は、受講者を対象とした損害賠償保険に加入し、実地研修実施要領に定める体制を整備し、安全の確保に努めること。

２　研修対象者
（１）平成２３年度介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修（基本研修）を修了し、筆記試験に合格した者。
（２）平成２４～２７年度喀痰吸引等基本研修（不特定多数の者対象）を修了し、筆記試験に合格した者。
（３）社会福祉士及び介護福祉士法第４０条第２項第１号から第３号まで若しくは第５号の規定に基づく養成施設若しくは学校又は同項第４号の規定に基づく高等学校若しくは中等教育学校において医療的ケア（実地研修を除く）の科目を履修した者。
（４）平成２８年度喀痰吸引等基本研修（不特定多数の者対象）を修了した者で筆記試験に合格した者。

※　対象者（１）～（３）については、実地研修を受け入れる事業者が、県に関係書類を提出して実施する。
※　対象者（４）については、実地研修を実施する事業者が、基本研修の委託先である社会福祉法人福島県社会福祉協議会に、関係書類を提出して実施する。
３　負担金
（１）自施設職員が受講生の場合は、受講料は無料とする。ただし、教材等にかかる実費相当分がある場合は、受講生から徴収できるものとする。
（２）他施設職員が受講生の場合の受講料は、下記を目安とする。
（ア）第１号研修　28,000円
　（イ）第２号研修　16,000円　
資料２








